
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

人

事

委

員

会

】

○

公

益

的

法

人

等

へ

の

職

員

の

派

遣

等

に

関

す

る

人

事

委

員

会

担

当

課

（

室

）

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

目

次

（

県

例

規

集

登

載

）

【

規

則

】

○

岡

山

県

財

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

会

計

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

【

公

告

】

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

県

民

生

活

交

通

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

〃

申

請

○

林

業

種

苗

法

に

基

づ

く

生

産

事

業

者

の

登

録

の

治

山

課

失

効

【

教

育

委

員

会

】

○

平

成

二

十

七

年

度

岡

山

県

教

育

委

員

会

職

員

教

育

委

員

会

（

埋

蔵

文

化

財

発

掘

調

査

員

）

採

用

候

補

者

選

考

試

験

の

実

施

岡

山

県

公

報

平成２６年６月６日 第１１５９０号



◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
三
号

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
条
第
一
項
中
「
二
十
日
」
を
「
十
五
日
」
に
、
「
翌
月
」
を
「
そ
の
翌
月
か
ら
三
月
間
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
第
百
七
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
同

項
に
規
定
す
る
報
告
の
期
限
が
到
来
す
る
収
支
計
画
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
か
ぜ
の
で
ん
わ

い
も
と

よ
う
こ

作
・
絵

金
の

星
社

小
学
生
（
低
）

２
か
あ
さ
ん
の
し
っ
ぽ
っ
ぽ

村
中

季
衣

作
Ｂ

Ｌ
出

版
〃

（
低
）

藤
原

ヒ
ロ
コ

絵

３
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
す
る
の
？

松
田

青
子

作
福
音
館
書
店

〃
（
中
）

ひ
ろ
せ

べ
に

絵

４
ふ
た
り
は
世
界
一
！

ア
ン
ド
レ
ス
・
バ
ル
バ

作
偕

成
社

〃
（
中
）

宇
野

和
美

訳

お
く
や
ま

ゆ
か

絵

５
カ
ン
ナ
道
の
む
こ
う
へ

く
ぼ

ひ
で
き

作
小

峰
書

店
〃

（
高
）

志
村

貴
子

絵

６
ク
グ
ノ
ビ
ッ
ク
リ
バ
コ

い
と
う

ひ
ろ
し

作
偕

成
社

〃
（
高
）

７
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト

椎
名

誠
作

講
談

社
中

学
生

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
季
刊
誌

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
す
ぐ
に
使

鉄
人

社

え
る
便
利
ワ
ザ
裏
ワ
ザ
ｖ
ｏ
ｌ
．
７

２
月
刊
誌

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

７
月
号

鉄
人

社

３
〃

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

７
月
号

宙
出

版

４
〃

チ
ャ
ン
プ
ロ
ー
ド

７
月
号

笠
倉
出
版
社

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

医
療
法
人
千
水
会
び
ぜ
ん
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

備
前
市
伊
部
字
田
井
山
一
二
五
九

一

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

－

矢
掛
町
国
民
健
康
保
険
病
院

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
二
六
九
五

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

小
野
薬
局
宇
野
店

玉
野
市
宇
野
一

一
二

二
五

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

－
－

め
ぐ
み
薬
局

笠
岡
市
中
央
町
二
二

一
一

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

－

ふ
じ
薬
局
備
前
店

備
前
市
伊
部
一
二
五
九

二

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

－

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

え
が
お
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
け

和
気
郡
和
気
町
日
室
一
七
一

一

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

－

ア
イ
プ
ラ
ス
薬
局
児
島
店

倉
敷
市
児
島
元
浜
町
七
八
三

六

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日

－

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
条
の
規
定

。

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

社
会
福
祉
法
人
義
風
会

二

事
業
の
種
類

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
整
備
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

岡
山
県
岡
山
市
北
区
芳
賀
地
内

２

使
用
の
部
分

岡
山
県
岡
山
市
北
区
芳
賀
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う

）
は
、
社

。

会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
第
二
種
社

会
福
祉
事
業
で
あ
る
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
社
会
福
祉
法
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供

す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断

さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
義
風
会
は
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
五
年
の
設
立
以
来
、
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
及
び
第

二
種
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
十
分
な
意
思
と
能
力
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
が
策
定
し
た
岡
山
市
第
五

(１)
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
起
業
者
が
岡
山
市
北
区
の
中
山

中
学
校
区
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
認
知
症
高
齢
者
に
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ま
た
、
地

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
施
設
と
し
て
機
能
で
き
る
こ
と
等
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉

見
込
ま
れ
る
。

の
増
進
に
相
当
の
寄
与
が

ま
た
、
本
件
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
①
交
通
の
利
便
性
が
良
い
こ
と
、
②
生
活
環
境
が
良

く
、
利
用
者
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
こ
と
、
③
事
業
費
が
廉
価
で
あ
る
こ
と
、
④
小
学
校
区

内
に
お
け
る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
複

数
の
候
補
地
案
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は

本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法

平

、

（

(２)

）

、

成
九
年
法
律
第
八
十
一
号

等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
の
事
業
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

起
業
者
が
現
地
調
査
や
既
存
文
献
を
基
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
本
件
事
業
に
係
る
土
地
に

は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
よ
り
、
特
別
の
措

置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
及
び
動
植
物
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
軽
微
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と

で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本

(３)

(１)

(２)

件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
第
五
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
平
成
二
十
六
年
度
以
内
に
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
強
い
要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど

、

。

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

収
用
又
は
使
用
の
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

岡
山
市
北
区
役
所
総
務
・
地
域
振
興
課
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政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札

〔
〕

二
七
一

、

を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

購
入
等
件
名

(
1
)

岡
山
県
県
民
局
庁
舎
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

(
2
)
仕
様
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
3
)
納
入
期
間

平
成
2
6
年
1
0
月
１
日
か
ら
平
成
2
7
年
９
月
3
0
日
ま
で

(
4
)
納
入
場
所
及
び
予
定
数
量

納
入
期
間
に
お
け
る

施
設

名
所

在
地

使
用
予
定
電
力
量

備
前
県
民
局
本
館

岡
山
市
北
区
弓
之
町
6
－
1

3
9
2
,
0
0
0
k
W
h

備
前
保
健
所

岡
山
市
中
区
古
京
町
1
－
1
－
1
7

2
4
4
,
0
0
0
k
W
h

東
備
地
域
事
務
所

和
気
郡
和
気
町
和
気
4
8
7
－
2

2
4
7
,
0
0
0
k
W
h

備
中
県
民
局

倉
敷
市
羽
島
1
0
8
3

4
9
1
,
0
0
0
k
W
h

井
笠
地
域
事
務
所

笠
岡
市
六
番
町
2
－
5

2
5
4
,
0
0
0
k
W
h

高
梁
地
域
事
務
所

高
梁
市
落
合
町
近
似
2
8
6
－
1

2
7
2
,
0
0
0
k
W
h

新
見
地
域
事
務
所

新
見
市
高
尾
2
4
0
0

2
4
1
,
0
0
0
k
W
h

美
作
県
民
局
第
一
庁
舎

津
山
市
山
下
5
3

4
2
0
,
0
0
0
k
W
h

真
庭
地
域
事
務
所

真
庭
市
勝
山
5
9
1

1
6
2
,
0
0
0
k
W
h

勝
英
地
域
事
務
所

美
作
市
入
田
2
9
1
－
2

3
5
3
,
0
0
0
k
W
h

(
5
)
入
札
方
法

入
札
に
当
た
っ
て
は
，
(
4
)
の
1
0
施
設
を
一
括
で
一
入
札
単
位
と
す
る
。
入
札
説
明
書
に
示
す

方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
，
施
設
ご
と
の
年
間
の
参
考
総
価
金
額
の
1
0
施
設
分
の
合
計
金
額
を
も

っ
て
，
入
札
金
額
と
す
る
こ
と
。

(
6
)
そ
の
他

(
4
)
の
使
用
予
定
電
力
量
は
，
平
成
2
5
年
４
月
か
ら
平
成
2
6
年
３
月
ま
で
の
使
用
実
績
等
に
基
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づ
く
も
の
で
あ
り
，
天
候
等
に
よ
り
変
動
す
る
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
平
成
2
6
年
度
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
2
6
年
岡
山
県
告
示
第
2
7

号
（
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手

続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
資
格

。
。

区
分
が
Ａ
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
第
2
1
条
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
第
1
7
条
の
規
定
に
よ
る
更

生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決

定
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
5
)
電
気
事
業
法
（
昭
和
3
9
年
法
律
第
1
7
0
号
）
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
電
気
事
業
者
と
し
て

許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
法
第
1
6
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
規
模
電
気
事
業
者
と

し
て
届
出
を
行
っ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

(
6
)
二
酸
化
炭
素
排
出
原
単
位
（
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
反
映
後
：
調
整
後
排
出
係
数
適
用
，
未
利
用

）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
，
入
札
説
明
書
で
示
す
入
札
参

加
条
件
を
満
た
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資
格
告
示
に

基
づ
き
平
成
2
6
年
７
月
1
7
日
（
木
）
午
後
４
時
ま
で
に
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
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電
話

（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
7
（
直
通
）

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生
活
交
通
課
総
務
班

電
話

（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
2
5
2
（
直
通
）

(
2
)
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

平
成
2
6
年
６
月
６
日
（
金
）
か
ら
同
年
７
月
1
7
日
（
木
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。
ま
た
，
岡
山
県
県
民
生
活
部
県
民
生
活
交
通
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
2
5
/

(
3
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
2
6
年
７
月
2
9
日
（
火
）
午
後
２
時
（
郵
送
等
に
よ
る
入
札
書
の
受
領
期
限
は
，
同
月
2
8
日

（
月
）
午
後
５
時
）

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
庁
入
札
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
４
(
3
)
の
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
以
外
に
，
一

般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
確
認
申
請
書
及
び
入
札
説
明
書
で
指
定
す
る
必
要
書
類
を
平
成

2
6
年
７
月
1
7
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
入
札
者
は
，
開
札
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
契
約
担
当

者
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

平成２６年６月６日　岡山県公報　第１１５９０号



(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

は
，
無
効
と
す
る
。

(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低

の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
t
u
r
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
f
o
r
G
e
n
e
r
a
l
S
e
r
v
i
c
e
s
B
u
r
e
a
u
b
u
i
l
d
i
n
g

3
,
0
7
6
,
0
0
0
k
W
h

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
1
O
c
t
o
b
e
r
,
2
0
1
4
t
h
r
o
u
g
h
3
0
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
2
0
1
5

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

B
i
z
e
n
G
e
n
e
r
a
l
S
e
r
v
i
c
e
B
u
r
e
a
u
（
m
a
i
n
b
u
i
l
d
i
n
g
）

6
-
1
Y
u
m
i
n
o
-
c
h
o
,
K
i
t
a
-
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
-
s
h
i

B
i
z
e
n
H
e
a
l
t
h
C
a
r
e
C
e
n
t
e
r

1
-
1
-
1
7
F
u
r
u
g
y
o
-
c
h
o
,
N
a
k
a
-
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
-
s
h
i

T
o
b
i
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

4
8
7
-
2
W
a
k
e
,
W
a
k
e
-
c
h
o
,
W
a
k
e
-
g
u
n

B
i
c
c
h
u
G
e
n
e
r
a
l
S
e
r
v
i
c
e
B
u
r
e
a
u

1
0
8
3
H
a
s
h
i
m
a
,
K
u
r
a
s
h
i
k
i
-
s
h
i
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I
k
a
s
a
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

2
-
5
R
o
k
u
b
a
n
-
c
h
o
,
K
a
s
a
o
k
a
-
s
h
i

T
a
k
a
h
a
s
h
i
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

2
8
6
-
1
C
h
i
k
a
n
o
r
i
,
O
c
h
i
a
i
-
c
h
o
,
T
a
k
a
h
a
s
h
i
-
s
h
i

N
i
i
m
i
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

2
4
0
0
T
a
k
a
o
,
N
i
i
m
i
-
s
h
i

M
i
m
a
s
a
k
a
G
e
n
e
r
a
l
S
e
r
v
i
c
e
B
u
r
e
a
u

5
3
S
a
n
g
e
,
T
s
u
y
a
m
a
-
s
h
i

M
a
n
i
w
a
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

5
9
1
K
a
t
s
u
y
a
m
a
,
M
a
n
i
w
a
-
s
h
i

S
h
o
e
i
R
e
g
i
o
n
a
l
O
f
f
i
c
e

2
9
1
-
2
N
y
u
t
a
,
M
i
m
a
s
a
k
a
-
s
h
i

(
4
)
T
i
m
e
-
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

2
:
0
0
P
.
M
.
2
9
J
u
l
y
,
2
0
1
4
（
b
y
m
a
i
l
5
:
0
0
P
.
M
.
2
8
J
u
l
y
,
2
0
1
4
）

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
：

C
i
t
i
z
e
n
A
f
f
a
i
r
s
a
n
d
T
r
a
f
f
i
c
P
o
l
i
c
y
D
i
v
i
s
i
o
n
,
C
i
t
i
z
e
n
s
s
e
r
v
i
c
e
s
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
,

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
2
-
4
-
6
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
-
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
-
s
h
i
,

O
k
a
y
a
m
a
-
k
e
n
,
7
0
0
-
8
5
7
0
,
J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
-
2
2
6
-
7
2
5
2
（
d
i
r
e
c
t
d
i
a
l
i
n
g
）
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〔
二
七
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン
ク

三

代
表
者
の
氏
名

永
田

拓

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
真
備
町
服
部
一
八
九
五
番

五

定
款
変
更
の
内
容

１

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
う
ち
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
居
宅
介
護
事
業
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

２

新
た
に
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
と
し
て
、
地
域
生
活
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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〔
二
七
三
〕
林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
生
産
事
業
者
の
登
録
が
失
効
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

事

業

所

の

生

産

事

業

者

名

称

及

び

登

録

生
産
事
業
の

所

在

地

番

号

氏

名

又

は

内

容

住

所

名

称

勝
英
六
二

森
本

惣
一

津
山
市
西
中
九
二
二

種
穂
の
採
取

森
本
惣
一
苗

幼
苗
の
育
成

畑
住
所
地
に

幼
苗
以
外
の

同
じ

苗
木
育
成
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
公
告

平
成
二
十
七
年
度
岡
山
県
教
育
委
員
会
職
員
（
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員
）
採
用
候
補
者
選
考
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

試
験
の
目
的

こ
の
試
験
は
、
平
成
二
十
七
年
度
岡
山
県
教
育
委
員
会
職
員
（
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員
）
採
用

の
選
考
資
料
と
す
る
た
め
に
実
施
す
る
。

二

採
用
職
種

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員

三

採
用
予
定
人
員

二
名

四

職
務
内
容

、

、

岡
山
県
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
及
び
調
査
報
告
書
の
作
成
の
ほ
か

広
く
文
化
財
の
保
護

活
用
等
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
。

五

受
験
資
格

１

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

（１）

大
学
若
し
く
は
大
学
院
で
考
古
学
を
専
攻
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

（２）

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
学
芸
員
の
資
格

（３）
を
有
す
る
者
又
は
平
成
二
十
七
年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者

２

１
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

（１）

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

（２）
該
当
す
る
者

六

受
験
申
込
み

１

受
付
期
間

平
成
二
十
六
年
六
月
九
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
（
土
曜

日
及
び
日
曜
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

。
）

同
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
は
受
け
付
け
る
。
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２

提
出
書
類

受
験
申
込
書
（
所
定
の
様
式
に
よ
る

）
。

（１）

受
験
票
（
所
定
の
様
式
に
よ
る

）
。

（２）

発
掘
調
査
歴
及
び
業
績
の
目
録
（
所
定
の
様
式
に
よ
る

）
。

（３）
３

受
付
場
所

岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課
人
事
班

（
〒
七
〇
〇

八
五
七
〇

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）

－

（
電
話

（
〇
八
六
）
二
二
六

七
五
六
八

直
通
）

－

４

受
験
票
の
交
付

受
験
票
は
、
受
付
締
切
後
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
五
日
（
水
曜
日
）
頃
発
送
す
る
が
、
同

月
三
十
日
（
月
曜
日
）
を
過
ぎ
て
も
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課

人
事
班
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
も
平
成
二
十
六
年
六
月
九
日
（
月
曜
日
）
八
時
三
十
分

か
ら
同
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
十
七
時
ま
で
受
け
付
け
る
。
詳
細
は
、
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
こ
と
。

七

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

一
般
教
養
試
験
（
択
一
式
）

（１）

考
古
学
及
び
歴
史
学
に
関
す
る
専
門
試
験

（２）

考
古
学
に
関
す
る
調
査
実
務

（３）
２

第
二
次
試
験

適
性
検
査

（１）

小
論
文

（２）

口
述
試
験
（
面
接
・
口
頭
試
問
）

（３）

八

試
験
の
日
時
及
び
場
所

１

第
一
次
試
験

平
成
二
十
六
年
七
月
六
日
（
日
曜
日
）
九
時
十
五
分
か
ら
十
五
時
五
分
ま
で
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岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等
学
校
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
二
丁
目
二
番
二
一
号
）

２

第
二
次
試
験

平
成
二
十
六
年
八
月
六
日
（
水
曜
日
）
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で

第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
別
に
通
知
す
る
場
所

九

合
格
者
の
発
表

第
一
次
試
験
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
に
、
第
二
次
試
験
に
つ
い

て
は
同
年
八
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
に
、
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者

の
受
験
番
号
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
直
接
通
知
す
る
。

十

受
験
申
込
書
等
の
請
求
先

受
験
申
込
書
、
受
験
票
及
び
試
験
実
施
要
項
は
、
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課
人
事
班
に
お
い
て

交
付
す
る

な
お

郵
便
で
受
験
申
込
書
等
を
請
求
す
る
場
合
は

宛
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

定

。

、

、

（

形
の
場
合
は
、
九
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
り
付
け
た
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
教
育

庁
教
育
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
一

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用

合
格
者
は
、
原
則
と
し
て
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
付
け
で
採
用
す
る
。

２

給
与

給
料
月
額
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
の
場
合
一
八
四
、
〇
〇
〇
円
で
、
こ
の
ほ
か
諸
手
当
（
扶

養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
で
支
給
す

る
（
平
成
二
十
六
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
場
合

。
な
お
、
今
後
の
給
与
改
定
の
状
況
に

）

よ
っ
て
は
、
支
給
額
が
増
減
す
る
こ
と
が
あ
る
。

十
二

受
験
上
の
配
慮

身
体
等
の
事
情
に
よ
り
、
受
験
に
際
し
て
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
受
験
申
込
み
時
に

連
絡
す
る
こ
と
。

十
三

そ
の
他

１

受
験
申
込
書
の
記
載
内
容
が
事
実
と
相
違
す
る
場
合
は
、
合
格
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

２

受
験
手
続
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
教
育
庁
教
育
政
策
課
人
事
班
に
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
六
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

西

田

秀

史

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
医
療
法
人
社
団
思
誠
会
」
を
「
医
療
法
人
思
誠
会
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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